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奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより                    ◆平成２６年度長崎国体報告◆平成２６年度長崎国体報告◆平成２６年度長崎国体報告◆平成２６年度長崎国体報告    人生で四度目の国体になる今回の長崎国体は、自分たちも想像していなかった２位という結果で、本人も驚いています。と同時に高校生から国体に出てやっと結果を残せて、やっとかという思いもあります。   今回は台風の影響で、予定が一部変更になるなど、想定外のことが起こりましたが、意外と楽しめました。  初めて最後まで国体に参加できた事が嬉しかったと同時に結構疲れるものだなぁと感じました。   出発前や期間中に応援メッセージや気持ちを送ってくださった連盟会員の皆さん、応援ありがとうございました。吉報を持って帰れてよかったです。  （林 秀子）  毎年24人だけが覗くことができる国体決勝トーナメント。そこがどんな世界なのか、右も左もわからないまま乗り込むことになりました。自分に過去の実績もなにも無い中で、射位での味方は今までの練習のみ。それだけを連れて臨んだトーナメントで、思ってもみない結果が生まれました。あの場所にこれからもっとたくさんの人が立って、あの世界を覗いていただきたいと思います。  そして、課題も沢山生まれました。これを持ち帰って、これからどう弓を引いていくのかが、今回の国体で得た私の宿題です。   最後になりましたが、今まで支えてくださった先生方、監督、応援してくださった皆様に感謝申し上げます。有り難うございました。         （小野 温美） （右上へ） 

まず始めに今回ご声援頂きました皆様に心より感謝申し上げます。 有り難うございました   国体には久しぶりに参加させて頂きましたが、 試合の緊張感や厳粛な場の空気の感じは…今も昔もなく… 同じように流れていました。まだまだ修練が足りないことばかりでしたが結果をもって帰ることができ、皆様のご声援のお陰と感謝の気持ちでいっぱいです。 有り難うございました。                 （ 奥戸 由美）     ◆◆◆◆生涯スポーツ生涯スポーツ生涯スポーツ生涯スポーツ功労者表彰功労者表彰功労者表彰功労者表彰 本県の名誉会長吉本清信先生が、10月10日、東京中央合同庁舎にて文部大臣から「平成26年度生涯スポーツ功労者表彰」を受賞されました。おめでとうございます。  奈良県体育協会からの推薦のもと今回の受賞となりました。これもひとえに先生の弓にかける思いや、弓に限ることなく幅広く奈良県スポーツの発展に寄与される先生のお姿がこの受賞につながったものと、同じ弓道連盟員として嬉しく思います。  今後も、お元気で我々にご指導いただきますことをお願いし、お祝いといたします。     （土谷 尚敬）  
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奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより◆天皇杯◆天皇杯◆天皇杯◆天皇杯    第第第第65656565回全日本男子弓道選手権大会回全日本男子弓道選手権大会回全日本男子弓道選手権大会回全日本男子弓道選手権大会        皇后杯皇后杯皇后杯皇后杯    第第第第47474747回全日本女子弓道選手権大会回全日本女子弓道選手権大会回全日本女子弓道選手権大会回全日本女子弓道選手権大会     日程：＜女子＞ ９月１９日～２１日     ＜男子＞ ９月２１日～２３日  場所：全日本弓道連盟中央道場  ■■■■精神力の弱さを痛感！     今年も全日本選手権大会の大きな魔物に睨まれてすごすごと帰ってきました。県の代表として出場させていただきながら、喜ばしい結果を報告できない自分を今更ながら情けなく思っています。  今回はある程度の見込みが自分の中にあり、かなりの決意をして臨んだのですが、結局ものの見事に粉砕されました。それも自分の射に関してではなく、自分の精神をコントロールできずに散ってしまいました。競技に関しての精神的なコントロールは少し自信（過信？）を持っていたのですが、なぜか技術面ばかりに気がいってしまい、その挙句情けない結果に終わりました。  翌日、自分も弓を引いている夢を見た決勝戦を観戦し、決勝に残った人達の精神力の強さに感嘆し、この強さを身に付けるにはどうすればいいのか、と思案しながら帰ってきました。帰って指導いただいている先生のお顔をまともに見られませんでしたが、先生は何もおっしゃられず笑っているだけでした。「君はまだまだだねえ～。」 と溜息をついておられたのかも知れません。  まだまだ未熟な自分を痛感しただけで終わってしまいましたが、今後ともご指導よろしくお願いします。  ありがとうございました。 （西浦 範光） ■天皇盃に出場して 憧れの舞台“天皇盃”２年連続２回目の出場でしたが、今回も楽しんできました。 予選通過は出来ませんでしたが、手応えを掴んで帰ってきました。 また一から組み立て直し、試行錯誤をして自己表現に繋げる。一言で言えば簡単ですがこれがなかなか難しい。とても収穫の多い大会になりました。 滅多に得られない機会を頂きありがとうございました。 （藤岡 順） ■全日本女子選手権大会（9・19～21）に参加して 今年は私にとって 2 回目の全日本女子選手権大会出場でした。代表に選ばれたときにまず思ったのは、「この歳の私を？」という驚きであり、そして感謝です。  前回からの２年間、私なりに納得のいく射を求めて稽古を続けてきました。60 歳代後半にもなると、筋肉の衰えは加速し、練習が空きますと、感覚が鈍ります。       （右上へ） 

特に、離れで弓手を振りあげるという悪癖の克服に明け暮れました。吉本先生はじめ、諸先生のアドバイスを求め、手の内、詰合い、伸合いなどいろいろ研究しました。ボランティア活動や好きな旅行も自制し、稽古する生活を続けてきました。しかし求める射に至るにはまだまだ道は遠くて見えない不安のなかで臨んだ大会でした。  1 回目の立では、甲矢は的中しましたが緊張のせいか伸び合いが不十分で甘い離れになりました。その他は外れ、不甲斐ない結果で終わりました。今年は、初回と違い、緊張するものの少し落ち着いて入場ができました。そして普段から息合い、縦横十文字を大切に、的にとらわれず、稽古をしなければ、あの場の緊張に飲まれてしまうと感じました。 これからは詰合い、伸合いの中での離れを課題として稽古に励むつもりです。そして兵庫時代の師、故谷 宏範士が「射は大きく、大きく」といつも指導してくださっていたのを忘れずに引こうと思います。 大会を前に、多くの人が一緒に練習をして下さり、また助言を下さったことに感謝しています。 （野尻 祥枝） ■全日本弓道選手権大会 女子は9月19・20・21日の期間、中央道場に於いて行われました。 壮行会で「今年で 3 回目の出場。今回こそは順位をもらえるように頑張ります」と言ったものの…不安だらけの自分自身にプレッシャーをかけてしまった！と少し後悔しながら、虫よけの薬、応援のお守りメッセージを持って東京へ行ってきました。 19 日は神宮参拝の後、開会式、矢渡。会場はピンッと張りつめた雰囲気・・・3回目となっても慣れる事なんて出来ません。20日、予選 1回目○×。2回目○×。59位。予選通過はほど遠く・・・。1日はアッという間に終わりました。 21日決勝、20名の先生方の射をみて勉強するぞ！と気合いを入れ観終わって感じた事は、充実した会・キレのある離れ・気迫・力強い射でした。優勝された先生は初出場で10射10中。決勝に残られる先生方の心臓はどうなっているのだろう？私の想像をはるかに超える緊張の中で引かれてるんだろうな。と思ったり。そんな緊張の中で自分の弓が引けるようになるには私はまだまだ・・・∞修行が足りません。少しでも成長出来るようにこの経験を無駄にせず、次につながるように日々の稽古に励んでいきたいと思っています。そして今回の目標「順位をもらう」はなんとか達成出来ました。応援していただいた皆様ありがとうございました。 （東中 千佳） 
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奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより奈弓連だより◆第６７回奈良県高等学校総合体育大会◆第６７回奈良県高等学校総合体育大会◆第６７回奈良県高等学校総合体育大会◆第６７回奈良県高等学校総合体育大会            弓道競技会弓道競技会弓道競技会弓道競技会    決勝決勝決勝決勝    日時：９月２３日（火） 場所：橿原公苑弓道場 参加者：個人戦 男子３６名、女子３０名      団体戦 男子２０チーム、女子２０チーム  ≪結果≫ 男子個人 １位 藤本 大地（法隆寺国際）      ２位 塩田 歩世（西の京）      ３位 八島 幸祐（郡山） 女子個人 １位 林  芽生（郡山）      ２位 福井 友菜（法隆寺国際）      ３位 田畑 杏梨（奈良） 男子団体 １位 橿原Ｈ 中山将利・草田裕司・丸尾剛志      ２位 高田商業Ａ 松田泰紀・西村潤・小林大地       ３位 西の京Ａ 塩田歩世・松田治親・井戸夢登       ３位 郡山Ｃ 長谷川誠将・森下智也・八島幸祐 女子団体 １位 郡山Ａ 林芽生・榎園さおり・杉岡みな子       ２位 磯城野Ａ 田中実空・増田夏紀・浦芹香 前川実保       ３位 高田商業Ｂ 村上沙弥・西尾智奈津・上田彩佳       ３位 郡山Ｃ 小西美穂・髙橋美咲・川上志月 （高体連 川﨑 敦子）    

◆第６回昆布杯弓道大会◆第６回昆布杯弓道大会◆第６回昆布杯弓道大会◆第６回昆布杯弓道大会     日時：１０月１８日（土）  場所：橿原公苑弓道場  参加者：会員２７名、市弓道教室７名   やっと台風の影響のない週末を迎え、橿原市弓道協会の第６回昆布杯弓道大会を開催することができました。 ≪昆布杯≫ 一般会員の部  優勝 ： 前角錬士六段 ９中  ２位 ： 阪中教士六段 ７中  ３位 ： 衞藤五段   ６中（競射による）  弓道教室の部   優勝 ： 前川 和世  最高得点賞（五段以下を採点）   弐段以下の部：角田（弐段）   参段以上の部：衞藤（五段） （橿原支部 衞藤 博史） 

                     
 

指導部からのお知らせ指導部からのお知らせ指導部からのお知らせ指導部からのお知らせ      今月26日の「第2回審査講習会」の講師は、吉本、須田両先生の都合がつかないので、西中、新司、西浦の3名と指導部で行います。中央審査を受審される方は是非ご参加ください。基本的には中央審査を近々受審される方になります。詳細は奈弓連の便覧に掲載されています。よろしくお願いします。 
編集後記編集後記編集後記編集後記    大型台風で予定が大きく変更となる中、国体に於いて、成年女子近的２位、総合７位という輝かしい成績が飛び込んできました。 今週末は全日遠的選手権です。 選手の皆さんの活躍を期待しています。 


